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　昨今、マイクロプラスチックによる海
洋汚染の問題が報道されています。そ
の報道を見るたび、私たちはどれだけ、
自分が使用するプラスチックの行方を
意識して暮らしているだろうかと考えます。
　JICA有識者派遣で、2006年にバング
ラデシュを訪れました。オフロードを車で
5時間くらい行ったところにある、農業
開発による生産強化や出荷調整を行う
現場を訪問したり、首都を中心に行われ
ていたビニール袋廃止への取り組みを
視察したりしました。ビニール袋は現地
の人たちにとっては有用である一方、排
水溝には捨てられたビニール袋やごみ
がびっしりと詰まっていたのです。こう
いった途上国でもすでにプラスチックご
みの問題への対策を始めていました。バ
ングラデシュでのプラスチックごみ削減
の活動は、ひとつの海でつながる地球
にとってとても大きな意味を持っていたこ
とを、マイクロプラスチックの問題が報道

されるたび、身に染みて感じています。
　また、フェアトレード製品を生産する現
場も視察しました。フェアトレード製品は
今でこそ広く知られていますが、当時は
取り組みが始まったばかりでした。私た
ちが生産者を意識して購入することで、
生産者へ相応の対価が支払われること
となり、それが現地の生産力の向上、ひ
いては環境に配慮した製品づくりへとつ
ながっていきます。
　報道に身を置き情報を得る中で感じ
ているのは、途上国の課題や環境問題
に対する人びとの無関心です。さまざま
なゴシップと比べ、そういった報道への
関心が低いのも現実です。日本で起こ
る洪水、台風や異常気象による被害も
地球規模の現象です。途上国の課題
を考えることは、地球のこれからを考える
ことであり、自分の明日を考えることと同
じです。また同時に、課題解決のために
は国単位ではなく地球単位で考え、国

際社会におけるヨコの取り組みが重要
であると感じています。
　マイクロプラスチックの問題も、私た
ちが口にする魚への影響が出始めてか
らでは遅いのです。世界はつながってい
ます。私たちが無意識に、無関心に暮
らすことで、これからもさまざまな問題や
地球への影響が表れてくるでしょう。
日々の暮らしをふり返り、途上国の今に
しっかりと耳を傾け、目を開き、「私が」
何ができるかを考えることも、途上国の
課題解決のためになると思っています。

以前、タンザニアで日本の協力事業を視
察し、ビジネスにすべく奮闘していた住友
化学のマラリア対策の蚊帳を知った。今
では多くのアフリカ諸国で利用されてい
る現状を知り、JICAの途上国との信頼関
係や情報力によって、日本の支援が広
がっていくことを確信したという。

耳を傾け、目を開き、
考えることで変わる世界の未来

フリーアナウンサー 草野満代
Kusano Mitsuyo

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやSNSを通じて、さま
ざまな国際協力の情報を発信してい
きます。
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